
“ものづくり”のベストパートナー

管材・鋼材の特殊応力負荷試験

試験の概要

多様な応力負荷モードにおける水道、ガス及び油井管の劣化評価を行います。

● 近年、埋設が必要となる水道、ガス及び油井管の埋設工法としては、リールバージ工法*） が主流となっています。

*） リールパージ工法 ： あらかじめパイプを溶接し、ボビンに巻き取り、施設の際は、巻き戻す工法。施設場所に適した形状にパイプの

加工が可能であり、施設効率が高い。

ボビンへの巻き取りと巻き戻し工程において、応力負荷を受けます。また、埋設加工時に繰り返し応力負荷を受けます。

● 埋設管の応力負荷を模擬した試験の実施と試験の評価を一括して委託することが可能です。

● 歪みゲージでは対応できない、繰り返しの応力負荷による歪み評価をクリップゲージにより精度良く評価することが可能です。

● クリップゲージ測定の際に必要となるデータ処理技術を構築し、精度の良い試験方法を確立しております。

試験例

試験事例

試験条件 ： 2％引張 → 0％戻し
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評価項目

特殊応力負荷試験後 材料評価
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特殊応力負荷試験後の材料評価項目

① ミクロ組織

② 硬度

③ 引張試験

④ シャルピー衝撃試験写真1 試験例（クリップゲージ装着）
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